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景
気
に
明
る
さ
が
見
え
て
来
た
と

い
っ
て
も
大
企
業
の
話
で
あ
っ
て
、

我
々
の
よ
う
な
零
細
企
業
は
依
然
と
し

て
経
営
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
。
先
行
き
不
透
明
な
不
安
が
広
が
っ

て
い
る
今
、
日
々
経
営
者
は
苦
労
の
耐

え
ど
こ
ろ
で
あ
り
云
う
ま
で
も
な
い

が
、
経
費
の
削
減
、
合
理
化
対
策
な
ど

は
当
然
の
事
で
あ
っ
て
、
社
内
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、
経
営

者
と
云
う
も
の
は
、
時
に
衣
っ
て
一
人

悩
む
事
が
多
々
有
る
の
は
私
ば
か
り
な

の
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
、
学
校
を
卒
業
後
、
父
親
が
経

営
す
る
現
会
社
に
入
り
、
仕
事
半
分
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
青
年
会
議
所
等
の
活
動
で
半

分
の
時
間
を
過
ご
し
て
来
た
。そ
し
て
、

信
頼
の
出
来
る
仲
間
の
応
援
で
市
議
会

に
４
期
送
っ
て
頂
い
た
。現
在
は
、ロ
ー

タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
社
会
奉
仕

活
動
を
し
て
い
る
。

　

我
々
の
友
達
関
係
は
と
か
く
、
損
得

関
係
が
先
に
来
て
、
真
の
友
達
が
出
来

な
い
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
私
の
周

り
に
は
、『
お
前
は
馬
鹿
じ
ゃ
な
い
か
』

と
叱
る
友
達
、
仕
事
を
紹
介
し
て
く
れ

る
友
達
、
体
を
こ
わ
し
て
入
院
し
て
い

る
間
、
毎
朝
新
聞
と
外
の
情
報
を
持
っ

て
来
て
く
れ
る
友
達
な
ど
、
私
を
信
頼

し
て
く
れ
る
仲
間
が
そ
こ
そ
こ
に
居

る
。

　

悩
み
事
は
、
飲
ん
で
、
喋
っ
て
、
バ

カ
を
言
っ
て
解
決
す
る
こ
と
は
殆
ど
無

い
の
だ
が
、
友
達
と
一
緒
だ
と
偶
に
は

何
か
ヒ
ン
ト
に
な
る
事
や
発
想
が
変
わ

る
事
も
あ
る
。
そ
し
て
、
私
は
『
よ
う

し
、
も
う
少
し
頑
張
ろ
う
』
と
云
う
気

に
な
っ
て
い
る
。

　

友
達
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
と
い
う

の
は
楽
し
い
こ
と
で
あ
る
。
学
生
時

代
の
友
達
、
趣
味
の
友
達
、
業
界
の
友

達
な
ど
沢
山
の
人
と
繋
が
り
、
自
分
に

と
っ
て
友
達
は
宝
で
あ
り
、
財
産
で
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
よ
い
仲
間
を
大
切
に

し
、『
バ
カ
じ
み
た
事
も
偶
に
は
い
い

じ
ゃ
あ
な
い
か
』
と
云
い
つ
つ
、是
非
、

皆
さ
ん
と
共
に
こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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『
友
達
は
財
産
』　	

埼
玉
県
鍍
金
工
業
組
合　

副
理
事
長　

島
田　

孝
男



　

埼
玉
県
鍍
金
工
業
組
合
（
仁
科 

俊

夫
理
事
長
）
は
、
平
成
22
年
5
月
26
日

（
水
）午
後
3
時
30
分
よ
り
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
内
大
会
議
室
に
て
平
成
22
年

度
第
45
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　

来
賓
を
は
じ
め
組
合
員
・
賛
助
会
員

多
数
出
席
の
な
か
、
井
上
宣
雄
総
務
委

員
長
の
司
会
の
も
と
、
島
田
孝
男
副
理

事
長
よ
り
開
会
の
辞
を
頂
い
た
。

　
『
生
憎
の
天
候
で
は
あ
り
ま
す
が
、

お
忙
し
い
中
、
第
45
回
埼
玉
県
鍍
金
工

業
組
合 

通
常
総
会
に
ご
出
席
賜
り
誠

に
あ
り
が
と
う
御
座
い
ま
す
。

　

先
程
、
天
候
不
順
と
申
し
上
げ
ま
し

た
が
、
景
気
の
方
も
大
変
不
順
で
、
皆

様
も
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と

思
い
ま
す
。私
は
常
々
思
う
の
で
す
が
、

こ
の
様
な
状
況
の
時
こ
そ
自
社
の
技
術

に
信
頼
と
誇
り
を
持
っ
て
頂
き
、
事
業

主
の
方
は
情
熱
を
持
っ
て
日
々
専
念
さ

れ
て
い
れ
ば
、
必
ず
こ
の
暗
い
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
出
る
時
が
来
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
こ
の
不
況
に
耐
え
て
頑
張
っ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
組
合
も
新
し
い
役
員
に
代
わ
り
2

年
目
と
な
り
ま
す
。
執
行
部
も
新
し
い

情
熱
を
持
っ
て
一
生
懸
命
組
合
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
共

に
、
本
日
の
総
会
の
ご
協
力
も
お
願
い

し
ま
し
て
開
会
の
ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。』
と
述
べ
た
。

　

次
に
、
主
催
者
代
表
と
し
て
仁
科
俊

夫 

理
事
長
よ
り
挨
拶
を
頂
い
た
。

　
『
先
ほ
ど
、
島
田
副
理
事
長
よ
り
情

熱
を
も
っ
て
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。非
常
に
ド
キ
ド
キ
し
た
話
で
し
た
。

昨
年
の
総
会
の
選
任
か
ら
、
な
ん
と
か

�
年
間
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
と
�
年
の
任
期
が
あ
り
ま
す
。
本
年

度
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
日
の
総
会
に
は
新
し
く
当

組
合
に
加
入
し
て
頂
い
た
方
に
も
出
席

し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
少
し
緊
張
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
い
ろ
い
ろ
な
形
で
発

展
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

後
ほ
ど
、
小
林
満 

専
務
理
事
よ
り

説
明
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
過
去
の

会
計
上
の
問
題
で
処
理
が
で
き
な
か
っ

た
事
案
を
思
い
切
っ
て
、
今
回
処
理
さ

せ
て
頂
き
た
く
上
程
し
ま
し
た
。
若
干

わ
か
り
づ
ら
い
点
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
き
ち
ん
と
し
た
説
明
を
さ
せ
て
頂

き
、
ご
理
解
の
う
え
、
議
決
を
し
て
頂

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

　

本
日
は
足
元
の
悪
い
中
、
た
く
さ
ん

の
皆
様
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
御
座
い
ま
す
。
最
後
ま
で

慎
重
な
審
議
を
、
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。』
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
議
案
審
議
に
入
り
議
長
に

小
松
原
秀
元
氏
・
書
記
に
高
岡
彰
次
氏

が
選
任
さ
れ
議
事
に
入
っ
た
。
は
じ
め

に
、
書
記
の
高
岡
彰
次
よ
り
出
席
状
況

に
つ
い
て
本
総
会
が
成
立
要
件
を
満
た

し
て
い
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。

　

第
�
号
議
案
、
平
成
2�
年
度
事
業
経

過
報
告
・
財
産
目
録
・
貸
借
対
照
表
・

損
益
計
算
書
及
び
損
失
金
処
理
（
案
）

を
小
林 

満
専
務
理
事
並
び
に
各
委
員

長
が
報
告
。

第
45
回　

通
常
総
会
開
催
さ
れ
る
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第
2
号
議
案
、
監
査
報
告
を
吉
田
幸

司
監
事
よ
り
報
告
が
あ
り
、
第
�
号
・

2
号
議
案
を
一
括
審
議
、
満
場
一
致
で

承
認
。

　

第
3
号
議
案
、
平
成
22
年
度
事
業
計

画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）、

　

第
4
号
議
案
、
借
入
金
の
最
高
限
度

額
決
定
の
件
、
小
林 

満
専
務
理
事
並

び
に
各
委
員
長
が
説
明
、
満
場
一
致
で

承
認
。

　

第
5
号
議
案
、
組
合
員
な
ら
び
に
賛

助
会
員
の
数
を
報
告
。

今
年
度
の
組
合
員
は
、

株
式
会
社
ミ
ド
リ
技
研

　
　

戸
田
市
（
第
�
支
部
）

日
本
電
鍍
工
業
株
式
会
社

　
　

さ
い
た
ま
市
（
第
6
支
部
）

の
新
規
加
入
企
業
が
2
社
増
え
88
社
で

22
年
度
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

全
て
の
議
案
審
議
が
滞
り
な
く
終
了

し
た
後
、今
井
昭
雄
副
理
事
長
よ
り『
長

時
間
に
わ
た
る
審
議
に
ご
協
力
頂
き
、

深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
後
の

懇
親
会
に
て
、
社
会
情
勢
な
ど
様
々
な

事
を
和
や
か
に
お
話
頂
け
れ
ば
幸
い
と

思
い
ま
す
。
以
上
を
も
ち
ま
し
て
閉
会

の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
あ
り
が

と
う
御
座
い
ま
し
た
。』
と
閉
会
の
辞

を
頂
き
総
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

　

総
会
に
引
き
続
き
、
会
場
を
隣
の
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
に
移
し
懇
親
会
を
開
催
し

た
。
田
中
知
雄
総
務
副
委
員
長
の
司
会

で
始
ま
り
、
主
催
者
を
代
表
し
て
仁
科

俊
夫
理
事
長
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
い
た
。

そ
の
後
、
来
賓
祝
辞
を
上
田 

清
司
埼

玉
県
知
事 

代
理　

埼
玉
県
産
業
労
働

部
副
部
長 

下
仲
宏
卓 

氏
・
前
埼
玉
県

県
議
会
議
長 

奥
ノ
木
信
夫 

氏
・
埼
玉

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

連
携
支
援

部
長 

潮
田 

教
弘 

氏
・
全
国
鍍
金
工
業

組
合
連
合
会
会
長　

東
京
都
鍍
金
工
業

組
合
理
事
長 

姫
野
正
弘 

氏 

の
皆
様
よ

り
祝
辞
を
頂
き
、
祝
電
の
紹
介
と
続
い

た
。

　

そ
の
後
、
本
年
度
よ
り
新
規
加
入
し

て
頂
い
た
株
式
会
社
ミ
ド
リ
技
研 

緑

川 

宏 
社
長
・
日
本
電
鍍
工
業
株
式
会

社 

伊
藤
麻
美 
社
長
に
そ
れ
ぞ
れ
自
己

紹
介
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ

ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長 

荒
木 

順
一 

氏

の
ご
発
声
で
乾
杯
、
祝
宴
に
入
り
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
埼
玉
県

鍍
金
工
業
組
合 

青
年
部 

埼
鍍
会 

前
会

長 

島
村 

学
氏
よ
り
締
め
の
ご
挨
拶
を

頂
き
、
第
45
回
埼
玉
県
鍍
金
工
業
組

合 

通
常
総
会 

懇
親
会
を
終
了
し
た
。
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◇
平
成
22
年
9
月
7
日（
火
）

第
3
回
三
役
会

午
後
�
時　

於
組
合
会
議
室

第
�
回
支
部
長
会

午
後
2
時　

於
組
合
会
議
室

第
2
回
技
術
委
員
会

午
後
3
時　

於
組
合
会
議
室

第
2
回
総
務
委
員
会

第
2
回
環
境
委
員
会

午
後
3
時
30
分　

於
組
合
会
議
室

◇
平
成
22
年
10
月
15
日（
金
）

公
害
防
止
管
理
者
再
教
育
研
修
会

午
後
2
時　

於
埼
玉
会
館

◇
平
成
22
年
10
月
17
日（
日
）

午
前
7
時
45
分
集
合

　
　
　
　
　

〜
18
日（
月
）

視
察
研
修
旅
行

　

長
野
県　

野
沢
温
泉

視
察
先

　

新
潟
県　

㈱
ミ
ヤ
マ

◇
平
成
22
年
11
月
9
日（
火
）

第
4
回
三
役
会

午
後
�
時　

於
組
合
会
議
室

第
2
回
常
任
理
事
会

午
後
2
時　

於
組
合
会
議
室

第
3
回
理
事
会

午
後
3
時　

於
組
合
会
議
室

第
3
回
環
境
委
員
会

午
後
4
時　

於
組
合
会
議
室

◇
平
成
22
年
12
月
7
日（
火
）

第
4
回
理
事
会

◇
平
成
23
年
1
月
26
日（
水
）

第
3
回
総
務
委
員
会

午
後
3
時
30
分　

於
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

大
宮

賀
詞
交
歓
会

午
後
5
時　

於
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

◇
平
成
23
年
2
月
3
日（
木
）

埼
玉
県
め
っ
き
技
術
競
技
会

排
水
管
理
優
良
事
業
所
表
彰
式

講
演

午
後
2
時　

於
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

◇
平
成
23
年
2
月

第
2
回
支
部
長
会

第
�
回
推
薦
会
議

◇
平
成
23
年
3
月

第
4
回
総
務
委
員
会

第
2
回
推
薦
会
議

◇
平
成
23
年
4
月
12
日（
火
）

第
5
回
三
役
会

午
後
�
時　

於
組
合
会
議
室

第
3
回
常
任
理
事
会

午
後
2
時　

於
組
合
会
議
室

第
5
回
理
事
会

午
後
3
時　

於
組
合
会
議
室

◇
平
成
23
年
5
月
26
日（
木
）

第
46
回
通
常
総
会

於
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
会
議
室

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

平
成
22
年
度　

埼
玉
県
鍍
金
工
業
組
合
行
事
予
定

組合本部

組合会議室

平成22年9月20日（5）



　

平
成
22
年
8
月
26
日（
木
）組
合
本
部

2
階
会
議
室
に
て『
め
っ
き
薬
品
の
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
』と
題
し
て
、労
働

安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
横
尾 

靖
之
佑
先
生
を
お
招
き
し
て
、研
修
会

を
開
催
し
た
。
講
義
を
始
め
る
前
に
、

小
林 

満 

専
務
理
事
よ
り
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。『
こ
こ
数
年
、労
働
災
害
に
よ

る
企
業
へ
の
責
任
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
中
、我
々
め
っ
き
業
界
も
毒
劇
物
・

危
険
物
を
取
扱
う
上
で
十
分
注
意
を
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
本
日
の
開
催
に
あ
た

り
、各
企
業
へ
の
安
全
衛
生
を
見
直
す

材
料
と
し
て
役
立
て
て
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。』と
述
べ
た
。

　
講
習
会
の
内
容

第
一
部

①
主
な
化
学
物
質
に
よ
る
健
康
障

害
②
毒
性
の
分
類

③
化
学
物
質
と
規
制
法
と
め
っ
き

薬
品

④
G
H
S
ラ
ベ
ル
、M
S
D
S（
G
H
S

表
示
）

第
二
部

①
め
っ
き
薬
品
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト

②
取
扱
量
に
よ
る
レ
ベ
ル
分
け

③
飛
散
性
又
は
群
発
性
に
よ
る
レ

ベ
ル
分
け

④
リ
ス
ク
の
評
価

⑤
リ
ス
ク
低
減
対
策
の
原
則

⑥
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
記
録

　

今
回
の
講
義
内
容
は
、現
在
、各
企

業
に
て
薬
品
類
を
取
扱
う
う
え
で
、従

業
員
が
安
全
に
作
業
す
る
た
め
に
、

G
H
S
や
M
S
D
S
の
見
方
・
意
味

な
ど
を
社
内
講
習
や
身
近
に
解
説
書
な

ど
を
設
置
す
る
事
で
知
っ
て
も
ら
い
、

自
分
の
職
場
で
取
扱
っ
て
い
る
薬
品
の

危
険
度
を
理
解
し
て
も
ら
う
事
で
事
故

防
止
に
繋
げ
る
。
ま
た
、定
期
環
境
測

定
の
実
施
を
す
る
こ
と
で
作
業
環
境
の

見
直
し
を
行
う
事
や
、作
業
記
録
を
作

成
し
残
す
事
で
人
的
ミ
ス
を
少
な
く
す

る
事
な
ど
の
内
容
で
あ
っ
た
。

＊
今
回
の
講
習
内
容
に
ご
興
味
の
あ
る

方
は
、『
め
っ
き
薬
品
の
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
』講
習
資
料
が
御
座
い
ま
す

の
で
、組
合
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
頂
け

れ
ば
郵
送
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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ス
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ア
セ
ス
メ
ン
ト
〜
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こ
の
度
、
6
月
�2
日（
土
）に
開
催
致

し
ま
し
た
第
4�
回
埼
鍍
会
定
期
総
会
に

て
島
村
前
会
長
の
後
任
と
し
て
第
2�
代

目
埼
鍍
会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

株
式
会
社
精
硬
ク
ロ
ー
ム
工
業 

田
中 

知
雄
と
申
し
ま
す
。

　

昨
年
度
、
埼
鍍
会
は
40
周
年
を
迎
え

る
事
が
で
き
、
О
Ｂ
の
皆
様
、
並
び
に

会
員
・
会
友
の
皆
様
と
記
念
祝
賀
会
を

開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
事
を
大
変

嬉
し
く
思
う
と
共
に
、
一
つ
の
節
目
を

迎
え
本
年
度
よ
り
新
た
な
気
持
ち
で
身

を
引
き
締
め
て
ス
タ
ー
ト
し
て
行
こ
う

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
埼
鍍
会

と
同
じ
今
年
4�
歳
に
な
り
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
若
輩
者
で
御
座
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
な
が
ら

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
度
、埼
鍍
会
活
動
テ
ー
マ
は『
絆

で
繋
が
り
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
そ
う
』
を

掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、
私
が
こ
の
会
に

入
っ
て
感
じ
た
事
を
自
分
な
り
に
纏
め

た
活
動
テ
ー
マ
で
す
。
こ
の
会
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
多
く
の
事
を

学
び
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
同
じ
“
め
っ

き
業
”
で
括
る
だ
け
で
は
な
く
、
経
営

者
・
技
術
者
・
指
導
者
と
し
て
の
悩
み
・

苦
し
み
を
お
互
い
に
相
談
し
あ
え
る
良

き“
仲
間
”と
し
て
一
緒
に
成
長
し
て
い

る
と
実
感
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
し

て
、
専
門
以
外
の
仕
事
で
も
仲
間
同
士

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
助
け
合
う
事
で
、

顧
客
へ
の
信
頼
を
作
る
事
が
で
き
る
会

で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
会
に
入
っ
て
皆
さ
ん
と
知
り

合
っ
た
事
が
自
分
や
仕
事
で
も
大
変
よ

い
結
果
に
な
っ
た
と
思
っ
て
お
り
、
是

非
沢
山
の
方
に
加
入
し
て
頂
い
て
、
交

流
を
深
め
気
軽
に
相
談
し
あ
え
る
仲
間

に
な
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
親
組
合
皆
様
並
び
に
、
青

年
部 

埼
鍍
会
会
員
の
皆
様
の
お
力
添

え
を
頂
き
自
分
も
成
長
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
至
ら
な
い
点
も

多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

埼
鍍
会　

会
長
就
任
挨
拶	

第
21
代
会
長　

田
中
知
雄
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日
頃
よ
り
当
組
合
事
業
に
関
し
ま
し

て
ご
協
力
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
御
座

い
ま
す
。

　

7
月
よ
り
、当
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
致
し
ま
し
た
。

　

組
合
事
業
案
内
や
ト
ピ
ッ
ク
な
ど
会

員
の
皆
様
に
お
役
に
た
て
る
情
報
等
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、是
非
ご
利

用
下
さ
い
。

埼
玉
県
鍍
金
工
業
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www�5.ocn.ne.jp/

〜s-m
ekki/

組
合
事
務
局

平成22年9月20日（9）

埼
玉
県
鍍
金
工
業
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。



　
『
企
業
は
人
な
り
』
は
、
経
営
者
に

と
っ
て
基
本
的
で
共
通
の
認
識
で
す

が
、
そ
の
戦
略
や
具
体
的
策
は
企
業
に

よ
っ
て
多
様
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
経
営
の
役
に
立
つ
人
材

育
成
に
つ
い
て
、
実
践
的
な
考
え
方
と

方
法
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

人
材
育
成
の“
解
は
現
場
に
あ
り
”

　

大
変
重
要
な
視
点
は
、
人
材
育
成
の

“
解
は
現
場
に
あ
り
”で
す
。

　

仕
事
の
現
場
、
例
え
ば
販
売
店
の
店

頭
・
営
業
の
接
客
現
場
・
販
売
企
画
の
現

場
・
も
の
づ
く
り
の
設
計
現
場
・
製
造
現

場
等
々
で
、多
く
の
問
題
を
克
服
し
、工

夫
・
改
善
の
課
題
解
決
を
図
る
実
体
験

を
通
じ
て
育
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
が
自

然
で
あ
り
、最
も
効
果
的
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ（
O
J
T
）が
大
切
で
あ
る

こ
と
は
、良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、そ

の
効
果
を
高
め
る
た
め
の
方
法
・
仕
組

み
化
に
様
々
な
企
業
の
創
意
工
夫
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、テ
レ
ビ
番
組「
カ
ン
ブ
リ
ア

宮
殿
」で
紹
介
さ
れ
た
靴
の
製
造
・
販
売

の
A
B
C
マ
ー
ト
の
人
材
育
成
法
は
、

有
名
な
ひ
と
つ
で
、

①
現
場
の
重
視

②
強
力
な
販
売
力

③
強
い
リ
ー
ダ
ー
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

特
徴
と
し
、
販
売
の
目
標
達
成
・
課

題
解
決
と
人
材
育
成
が
不
可
分
に

結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

　

人
材
育
成
攻
略
ポ
イ
ン
ト

　

先
進
的
な
人
材
育
成
施
策
を
活
用
し

て
い
る
企
業
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

「
企
業
は
ひ
と
な
り
」を
自
社
業
種
・
業

態
・
現
場
に
落
と
し
込
ん
で
、巧
み
な
仕

組
み
を
構
築
・
運
用
し
て
い
る
点
に
あ

り
、そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り
で
す
。

①
本
来
、
人
は
主
体
性
・
挑
戦
意
欲
を

持
っ
て
い
る
と
信
じ
、
そ
れ
を
引
き

出
そ
う
と
す
る
経
営
者
の
人
間
観

②
仕
事
と
人
材
育
成
を
一
体
化
し
、
現

場
体
験
を
通
じ
て
人
を
育
て
る

③
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

（
例
え
ば
先
輩
と
後
輩
の
ペ
ア
制
な

ど
）の
重
視

④
目
標
設
定
と
業
績
評
価
・
表
彰
制
度

⑤
明
る
く
、賢
く（
創
意
工
夫
し
）、真
剣

に
取
り
組
む
雰
囲
気
づ
く
り
・IT

を

評
価
に
活
用

　　

人
材
育
成
の
鍵
は
現
場
と
の
雰
囲
気

づ
く
り
と
働
く
意
欲
を
引
き
出
す
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
必
要
で
す
。

　

表
紙
の
写
真
は
羽
生
水
郷
公
園
で

す
。

　

国
内
た
だ
一
ヵ
所
の「
ム
ジ
ナ
モ
自

生
地
」を
含
ん
だ
公
園
で
、昭
和
56
年

菖
蒲
田
、修
景
池
な
ど
水
を
取
り
入
れ

た
施
設
を
中
心
に
整
備
さ
れ
、昭
和
58

年
�0
月
、園
内
に
さ
い
た
ま
水
族
館
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

県
の
魚
で
あ
る「
ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
」

や
、国
指
定
天
然
記
念
物「
ミ
ヤ
コ
タ
ナ

ゴ
」（
コ
イ
科
）な
ど
が
生
息
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、ム
ジ
ナ
モ（
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ

科
）は
、園
内
の
宝
蔵
寺
沼
に
自
生
し
て

い
る
食
虫
植
物
で
す
。

　

真
夏
の
晴
れ
た
日
の
日
中
に
直
径
３ 

㎜
位
の
白
い
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

交
通
の
ご
案
内

　

東
北
自
動
車
道

　
　

羽
生
IC
か
ら
栗
橋
方
面
へ
３
㎞　

　

東
武
伊
勢
崎
線

　
　

羽
生
駅
ま
た
は
加
須
駅
よ
り
７
㎞

開
館
時
間

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

入
館
料

　

大
人　

３
０
０
円

　

小
人（
小
･
中
学
生
）　

１
０
０
円

休
館
日

　

毎
週
月
曜
日（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）

印
刷

保
証
企
画
工
芸
株
式
会
社

〒
１
１
０−

０
０
１
２

東
京
都
台
東
区
竜
泉
１

−

４

−

３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３（
３
８
７
５
）１
６
４
１

知
っ
て
お
き
た
い
社
会
の
動
き

人
材
育
成
戦
略
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